
資料2　事務事業評価（自己評価）結果

基本施策7

目標14

基本戦略29

主体性・創造性・生きがいをはぐくむ教育・文化のまちづくり

さぬき市の文化を学び、継承し、独自の文化を創造するまちをつくる【歴史・文化】

歴史・伝統文化を継承する



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

件 1 1 計画 実績

件 15 15 事業費 272 149

特定財源 0 0

一般財源 272 149

単位 計画（予測） 実績

計画 実績

事業費 0 0

特定財源 0 0

一般財源 0 0

単位 計画（予測） 実績

人 550 650 計画 実績

回 6 6 事業費 1,015 1,015

特定財源 0 0

一般財源 1,015 1,015

生涯学習課
数値化できない成果

活動内容を通じて市民が、文化財保護意識の高揚を図ることができたか。事前
の準備活動。

企画事業数

所管課

指標名
コスト（千円）

加入会員数

改善の方向性 事業実施の
方向性0543100 文化財に興味のある市

民
関係団体の活動を活発化することにより、文化財保護及び市民への普
及啓発を効果的に行う。

現在の会員活動を今後も継承するため
に、後継者の養成も必要である。

保護団体の自主運営を促す流れを継
続する。
団体の後継者の確保が課題である。

事業名

継続する

文化財保護団体
支援事業

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題

生涯学習課
数値化できない成果

所管課

指標名
コスト（千円）

改善の方向性 事業実施の
方向性0542801

５歳以上の市民
市内にある文化財を調査し、保護措置が必要な文化財は対策を検討す
る。市民には分かりやすく伝え、文化財保護意識の高揚を図り、郷土愛
を育てる。

資料を保存する場所を確保することが
必要。

・さぬき市史編集に備えての資料の収
集、保存場所の確保が必要である。

事業名

見直し(目
的・手法・効
率性)をする

文化財保護事業
(市史の編纂)

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題

所管課

生涯学習課

５歳以上の市民
市内にある文化財を調査し、保護措置が必要な文化財は対策を検討す
る。市民には分かりやすく伝え、文化財保護意識の高揚を図り、郷土愛
を育てる。事業名

文化財保護事業
(審議委員会)

数値化できない成果 所有者・国・県等関係機関との協議及び調査内容。市民の満足度。

事業実施の
方向性

継続する

改善の方向性

目標を達成するために取り組み事項を
改良していく。

本市は、文化財の宝庫であることから、
文化財を守り保護することの重要性をあ
らゆる手段で、市民に浸透させる必要
がある。

普及啓発活動件数

今後の課題事務事業コード

コスト（千円）

事務事業の対象 事務事業の意図

指標名

新指定文化財数

0542800



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

件 3 3 計画 実績

件 3 3 事業費 13,271 14,509

件 1 1 特定財源 1,158 1,158

一般財源 12,113 13,351

単位 計画（予測） 実績

件 1 1 計画 実績

事業費 0 0

特定財源 0 0

一般財源 0 0

単位 計画（予測） 実績

件 1 1 計画 実績

件 1 1 事業費 2,847 2,840

特定財源 0 0

一般財源 2,847 2,840

生涯学習課
数値化できない成果

地権者や国・県等との協議。市民の満足度・歴史的価値及び研究活動内容（見
学者数含）。

補助事業件数

所管課

指標名
コスト（千円）

修繕整備文化財数

改善の方向性 事業実施の
方向性0543000 ５歳以上の市民・所有

者

市内の文化財を保護し活用するための管理・修復を目指し、特に指定文
化財の損傷がひどくなり大切な国民の歴史的財産を失うことがないように
保護していく。

各指定文化財の状況に応じた保護措
置を、今後も行っていきたい。

各指定文化財の状況に応じた保護措
置を今後も行っていきたい。

事業名

継続する

文化財保全事業

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題

生涯学習課
数値化できない成果

所管課

指標名
コスト（千円）

文化財調査活動件数

改善の方向性 事業実施の
方向性0542802

５歳以上の市民
市内にある文化財を調査し、保護措置が必要な文化財は対策を検討す
る。市民には分かりやすく伝え、文化財保護意識の高揚を図り、郷土愛
を育てる。

現状をより具体的に把握するための取
り組みを、今後も改良していく。

・人員、予算面で良好な管理状態を維
持することは困難であるが、文化財保
護指導員等地元ボランティアの協力も
得ながら、管理に努める。

事業名

継続する

文化財保護事業
(指定文化財の現
状調査活動)

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題

生涯学習課
数値化できない成果 開発に伴う協議。市民の満足度。

届出・通知等件数

現地説明会件数

所管課

指標名
コスト（千円）

調査（試掘調査含）件数

改善の方向性 事業実施の
方向性0542900 ５歳以上の市民・所有

者・開発事業者

市内の埋蔵文化財包蔵地、指定文化財を保護し、開発から貴重な文化
財を保護しその成果を市民に公開し郷土愛を育てる。また整備事業を推
進していく。

市民により分かりやすく伝えるために、
現地説明会をはじめ多くの場を提供で
きるように努めていく。

現地説明会等、市民により分かりやすく
伝える場を今後も多く持てるように努め
る。

事業名

継続する

発掘調査事業

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

件 1 1 計画 実績

件 2 2 事業費 1,019 1,168

特定財源 0 0

一般財源 1,019 1,168

単位 計画（予測） 実績

人 4500 4834 計画 実績

事業費 1,464 1,350

特定財源 210 210

一般財源 1,254 1,140

単位 計画（予測） 実績

人 1300 1902 計画 実績

人 15000 15140 事業費 8,349 7,529

特定財源 0 0

一般財源 8,349 7,529

今後の課題事務事業コード

コスト（千円）

事務事業の対象 事務事業の意図

指標名

細川家住宅入場者数

0543400

事業実施の
方向性

継続する

改善の方向性

世界遺産登録の取り組みと連携しなが
ら、本市の歴史資料としてより広く活用
できるような取り組みを検討していきた
い。

・世界遺産登録の取り組みと連携しなが
ら、本市の歴史資料として、より広く活
用できるような取り組みを検討していき
たい。
・へんろ資料整理について、引き続き取
り組む必要がある。
・へんろ資料の継承への取り組みを図
る必要がある。

へんろ資料館入場者数

所管課

生涯学習課

市民・見学者
国指定文化財である細川家住宅や、遍路文化資料の貴重な歴史的資
料に市民が触れるために、保管・展示し、市について理解を深めるため
の場を確保する。事業名

文化財施設管理
事業

数値化できない成果 来館者の満足度。遍路文化の保存伝承。

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0543300

市民・見学者
国指定文化財である旧恵利家住宅の管理・公開によって、市民が市の
歴史に触れる場を確保し、より深く歴史についての理解を深める

国指定文化財としての制限があるが、
生きた歴史資料としてより広く市民に周
知し、活用方法を検討したい。

国指定文化財としての制限があるが、
生きた歴史資料として、より広く市民に
周知し、様々な活用を検討したい。

事業名

継続する

旧恵利家住宅管
理事業

指標名
コスト（千円）

旧恵利家入館者数

所管課

生涯学習課
数値化できない成果 国・県等関係機関との協議。市民の満足度及び研究活動内容。

生涯学習課
数値化できない成果

維持管理事業

所管課

指標名
コスト（千円）

整備事業の推進

改善の方向性 事業実施の
方向性0543200 ５歳以上の市民・所有

者

国指定文化財である富田茶臼山古墳が市における歴史的シンボルであ
る事を普及啓発することによって、貴重な史跡に触れる機会を確保す
る。

今後も古墳の重要性を広く周知してい
く。

今後も古墳の歴史的価値及び重要性
を広く周知・啓発していくこととし、指定
エリア内の民有地の国庫事業を活用し
ての購入を検討する。

事業名

継続する

富田茶臼山古墳
管理事業

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

人 5000 8976 計画 実績

回 3 3 事業費 7,687 7,567

特定財源 0 0

一般財源 7,687 7,567

単位 計画（予測） 実績

回 35 10 計画 実績

人 180 51 事業費 389 388

特定財源 0 0

一般財源 389 388

単位 計画（予測） 実績

人 1800 1953 計画 実績

回 2 2 事業費 2,924 2,893

特定財源 90 90

一般財源 2,834 2,803

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0543500

市民・見学者
市内の自然や歴史に対して、市民が興味関心を育むための場を確保
し、自然や文化に触れることによって郷土愛を育てる。

雨滝山周辺から出る鉱物や化石など貴
重な資源を小中学生の学習に活用して
もらうために、雨滝自然科学館をより広
く市民に周知したい。

自然科学館として管理運営をする上で
の、体制づくりをさらに検討していきた
い。

事業名

継続する

雨滝自然科学館
事業(資産の活
用)

指標名
コスト（千円）

自然科学館入館者数

事業数

所管課

生涯学習課
数値化できない成果 来館者の満足度。小中学生への自然科学（理科分野）の浸透度

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0543600

市民・見学者
市民が市の考古・民俗等の貴重な歴史的資料に触れるために、保管・
展示し、市について理解を深めるための場を確保する。

館の存在を積極的に周知していきた
い。

施設の在り方、そのものを検討して活用
を図る必要がある。

事業名

継続する

津田郷土館管理
事業

指標名
コスト（千円）

津田郷土館利用回数

津田郷土館入館者数

所管課

生涯学習課
数値化できない成果 来館者の満足度。寄贈依頼等の資料調査及び協議。郷土の歴史の保存伝承。

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0543700

市民・見学者
市民が市の考古・民俗等の貴重な歴史的資料に触れるために、保管・
展示し、市について理解を深めるための場を確保する。

年々寄贈も増えており、市内に収蔵庫
を新たに設置する必要がある。

収蔵資料の調査を今後も行っていく
が、市内の他施設に収集保管している
多くの貴重な資料も一堂に展示できる
ような市としての施設が必要と思われ
る。

事業名

継続する

さぬき市歴史民
俗資料館管理事
業

指標名
コスト（千円）

歴史民俗資料館入館者数

事業数

所管課

生涯学習課
数値化できない成果 来館者の満足度。寄贈依頼等の資料調査及び協議。郷土の歴史の保存伝承。



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

人 9000 9000 計画 実績

事業費 312 186

特定財源 312 186

一般財源 0 0

単位 計画（予測） 実績

計画 実績

事業費 0 2,050

特定財源 0 1,860

一般財源 0 190

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0801900 市民及び広域県内在

住者
さぬき市内の観光資源の再発見を行い、資源の有効活用を行っていく。

厳しい財政状況の中で来てよかったと
思えるような場を提供したい。

現状維持で可。
台風通過後のパトロール等、危険個所
の発見は限られた財源ではあるが継続
して取り組む必要がある。

事業名

継続する

へんろ道保存整
備事業

指標名
コスト（千円）

利用人数

所管課

商工観光課
数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0903400

５歳以上の市民
古墳等の指定文化財を、市民に効果的に伝えるための周知活動の一環
として行う。

他の事業と統合して実施することで、市
民への周知がより効果的に行われる。

今後とも、効果的な表示が市内で持続
できるよう努めたい。

事業名

完了する

指定文化財等表
示板整備事業

指標名
コスト（千円）

所管課

生涯学習課
数値化できない成果


